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人の和と豊かな実りに
新たな希望が持てるまち　なかたね

「ピカピカの 1年生」油久小学校
  平成 28 年 4 月 11 日撮影

広 報



　

平
成
27
年
度
の
町
政
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
議
会

を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
各
種
の
事
業
が
順
調
に

執
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
は
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
効
率
的
な
事
業

の
推
進
を
図
り
、
夢
と
希
望

を
持
て
、
こ
の
中
種
子
町
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

町
づ
く
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
、
第
5
次
長

期
振
興
計
画
（
後
期
基
本
計

画
）
に
基
づ
き
「
人
の
和
と

豊
か
な
実
り
に
新
た
な
希
望

が
持
て
る
ま
ち
な
か
た
ね
」

を
目
指
し
、
次
の
事
項
を
重

点
に
執
行
し
て
参
り
ま
す
。

第
１　

農
林
水
産
業
の
振
興

と
商
工
業
の
活
性
化

　

農
林
水
産
業
の
振
興
は
、

地
域
の
特
性
や
温
暖
な
気
候

を
い
か
し
た
農
産
物
の
生
産

拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
甘
藷
・

米
・
葉
タ
バ
コ
な
ど
の
単
収

向
上
、
担
い
手
農
家
の
育
成
、

地
域
が
元
気
で
活
力
に
満
ち

た
農
業
・
農
村
社
会
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

生
産
性
向
上
の
た
め
に
、

農
業
用
機
械
及
び
施
設
へ
の

補
助
事
業
や
農
地
基
盤
整
備

事
業
、
農
道
網
の
整
備
事
業
、

土
層
改
良
事
業
、
優
良
種
苗

確
保
事
業
、
バ
イ
オ
苗
供
給

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

野
菜
・
花
卉
の
園
芸
作
は

価
格
安
定
基
金
制
度
の
充
実

と
販
売
推
進
に
努
め
な
が
ら

増
反
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

青
果
用
安
納
い
も
は
、
優

良
種
苗
供
給
事
業
に
よ
り
バ

イ
オ
苗
の
普
及
を
図
り
品
質

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

畜
産
振
興
対
策
で
は
、
子

牛
損
耗
防
止
事
業
、
優
良
雌

牛
・
乳
用
牛
導
入
資
金
貸
付

事
業
、
自
家
保
留
推
進
事
業
、

畜
舎
環
境
整
備
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
の
高
齢

化
、
さ
と
う
き
び
収
穫
体
制

の
精
脱
化
に
伴
い
、
粗
飼
料

等
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
堆
肥
・
粗
飼

料
・
混
合
飼
料
等
の
確
保
、

供
給
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

調
査
研
究
チ
ー
ム
を
設
立

し
、
耕
畜
連
携
を
強
く
推
進

す
る
た
め
の
、
対
策
・
検
討

に
着
手
し
ま
す
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
第
二
次
離
島
漁
業
再
生

支
援
交
付
金
事
業
に
取
り
組

み
、
地
先
の
良
好
な
漁
場
と

資
源
を
確
保
・
維
持
し
な
が

ら
ト
コ
ブ
シ
稚
貝
放
流
や
イ

カ
シ
バ
投
入
、
回
遊
魚
の
餌

付
け
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
魚
介
類
海
上
輸
送

費
支
援
事
業
や
製
氷
貯
氷
施

設
建
設
支
援
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
種
子
島
水
産
資

源
養
殖
技
術
確
立
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
森
林
の
持
つ

多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
、
流
域
森
林
総
合
整

備
事
業
や
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
推
進
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

シ
カ
被
害
対
策
は
、
引
き

続
き
シ
カ
侵
入
防
止
柵
設
置

事
業
・
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
富
な
ニ
ガ
タ
ケ

の
資
源
を
、
地
域
特
産
物
と

し
て
の
有
効
活
用
を
目
指

し
、
竹
林
整
備
を
実
施
し
生

産
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

ニ
ガ
タ
ケ
生
産
施
設
整
備
事

業
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
、
商
業
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
促

進
事
業
や
地
域
総
合
振
興
事

業
、
商
工
業
者
事
業
資
金
利

子
補
給
事
業
、
商
工
業
者
資

金
信
用
保
証
料
補
助
事
業
を

進
め
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

新たな希望が持てるまち なかたね
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人の和と豊かな実りに

種
子
島
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
自
然

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
地
域

交
流
施
設
整
備
事
業
、
合
宿

誘
致
活
動
に
努
め
ま
す
。

第
２　

医
療
・
介
護
・
福
祉

の
充
実

　

高
齢
化
率
が
約
35
％
と
超

高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
生
活
支
援
移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
い
、
障

害
を
持
つ
皆
さ
ま
に
は
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
安
心

し
て
く
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
事
業
、
デ
マ
ン
ド

型（
予
約
制
）乗
合
タ
ク
シ
ー

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　

健
康
な
町
づ
く
り
は
、
高

齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
地
域
活

性
化
事
業
や
各
種
検
診
事

業
、
予
防
接
種
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

生
み
育
て
や
す
い
町
づ
く

り
は
、
子
育
て
世
代
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
第
1
子

か
ら
の
出
産
祝
金
支
給
事

業
、
中
学
3
年
生
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
、
認
定
こ
ど

も
園
事
業
補
助
、
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

第
３　

人
づ
く
り
の
た
め
の

教
育
の
充
実

　

本
町
の
持
つ
よ
き
教
育
的

風
土
の
中
で
「
21
世
紀
を
た

く
ま
し
く
生
き
る
中
種
子
の

子
の
健
全
育
成
」
を
柱
に
学

校
教
育
の
充
実
、「
町
づ
く

り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
を
基

本
理
念
と
し
て
生
涯
学
習
推

進
体
制
の
充
実
を
進
め
ま

す
。

　

学
校
関
係
で
は
、
小
中
学

校
教
育
・
校
務
用
パ
ソ
コ
ン

リ
ー
ス
事
業
や
野
間
小
学
校

北
側
校
舎
の
改
修
工
事
の
ほ

か
増
田
小
校
長
住
宅
及
び
野

間
小
教
頭
住
宅
の
新
築
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
町
立
体
育
館
は
築
40

年
、
種
子
島
こ
り
ー
な
は
築

20
年
が
経
過
し
、
建
物
・
設

備
等
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
立
体
育
館
は
耐

震
補
強
を
含
め
た
大
規
模
改

修
工
事
、
種
子
島
こ
り
ー
な

の
設
備
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
文
化
事
業
、

公
民
館
講
座
等
生
涯
学
習
推

進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
進

め
ま
す
。　

第
4　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り

　

地
域
防
災
整
備
と
し
て
過

去
2
カ
年
整
備
し
て
き
た
防

災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
を

継
続
し
本
年
度
に
竣
工
さ

せ
、
新
た
に
消
防
中
種
子
分

遣
所
の
動
力
ポ
ン
プ
付
10
ト

ン
水
槽
車
を
更
新
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
導
入
事
業
を
3
カ

年
計
画
で
実
施
し
ま
す
。

　

町
道
の
整
備
事
業
で
は
、

大
平
中
山
線
・
梶
潟
1
号
線
・

坂
井
熊
野
線
・
原
之
里
線
を

継
続
、
道
路
舗
装
補
修
工
事

等
新
規
路
線
6
路
線
、
継

続
3
路
線
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

住
宅
関
係
で
は
町
営
伏
之

前
団
地
改
修
調
査
設
計
を
実

施
し
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
創
生
関
係
事

業
で
、
農
地
台
帳
デ
ジ
タ
ル

図
面
化
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
設

置
事
業
、
町
6
次
産
業
化
等

推
進
協
議
会
補
助
事
業
、
種

子
島
水
産
資
源
養
殖
技
術
確

立
事
業
、
な
か
た
ね
学
童
保

育
運
営
委
員
会
補
助
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

以
上
、
重
点
的
な
施
政
方

針
を
述
べ
ま
し
た
が
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
効
果
的
・

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
議

会
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
平
成
28
年
度

の
施
政
方
針
と
し
ま
す
。

平成 28年度
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自主財源 金額 伸び率
町税 71,297 △ 1.0

分担金及び負担金 4,002 △ 4.4

使用料及び手数料 8,922 △ 1.1

繰入金 74,861 5.0

その他の収入 19,580 △ 13.9

歳入予算の状況
【単位 = 万円、( ) は構成比％を表す】

※単位は、金額＝万円、伸び率＝％

依存財源 金額 伸び率
地方譲与税 7,470 △ 3.4

地方交付税 262,000 4.0

国庫支出金 49,865 31.8

県支出金 70,118 15.4

その他交付金 13,635 53.7

町債 86,150 △ 32.0

　

地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
全

体
の
約
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
町
税

は
、
7
億
1
千
３
百
万
円
を
見
込

み
、
全
体
の
約
11
％
に
な
り
ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
、
道
路
建

設
な
ど
の
財
源
に
充
て
る
ほ
か
、

種
子
島
こ
り
ー
な
の
改
修
や
デ
ジ

タ
ル
防
災
行
政
無
線
整
備
の
た
め

の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
及
び

地
方
交
付
税
の
振
替
と
な
る
臨
時

財
政
対
策
債
な
ど
8
億
6
千
2
百

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
不
足
を
調
整
す
る

た
め
に
基
金
（
預
金
）
か
ら
繰
り

入
れ
る
額
は
、
7
億
4
千
9
百
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

歳

入

町民１人当たりの歳出予算額

810,253円
民生費 194,248 円

公債費 93,020 円

総務費　 94,518 円

衛生費 98,280 円

農林水産業費 109,187 円

教育費 93,349 円

土木費 53,037 円

消防費 51,346 円

議会費 10,819 円

商工費　 12,449 円

町民１人当たりの町税負担額

85,079円
町民税 29,549 円

固定資産税 43,255 円

軽自動車税 3,712 円

町たばこ税 8,563 円

※平成 28 年 3 月末
　現在の人口は 8,232 人

平成 27 年度　　平成 28 年度

歳入

平成 28年度
一般会計予算66 億 7,900 万円

平成 28 年度
当初予算

667,900

依存財源
489,238

(73.3)

自主財源
178,662

(26.7)

平成 27 年度
6 月現計予算

673,133

依存財源
493,900

(73.4)

自主財源
179,233

(26.6)

平成 28 年度の当初予算が 3 月議会で可決

　
本
年
度
の
予
算
は
、
税
収

等
の
自
主
財
源
の
伸
び
が
見

込
ま
れ
ず
、
依
然
と
し
て
地

方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
に

頼
る
状
況
で
、
国
の
動
向
次

第
で
は
財
源
不
足
も
発
生
す

る
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
に

編
成
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
事
業
の
選
別
に
あ
た
っ
て

は
、
必
要
性
、
効
果
等
を
十

分
に
検
証
し
、
さ
ら
に
行
政

改
革
に
よ
る
義
務
的
経
費
の

削
減
を
進
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
の
振
興

や
福
祉
・
教
育
・
環
境
関
係

な
ど
の
生
活
基
盤
に
必
要
な

経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

※平成 27 年度当初予算は骨格予算であったこ
とから、6 月補正後の予算と比較しています。
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会計名 予算額 前年増減額

国民健康保険 156,633 4,383

介護保険 105,871 512

簡易水道 32,936 6,790

と畜場 371 1

後期高齢者医療 13,582 △ 8

水道事業会計 18,022 △ 1,579

特別会計等当初予算（単位：万円）

歳出予算の性質別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】

　

性
質
別
経
費
で
分
類
す
る
と
、

義
務
的
経
費
（
人
件
費
・
公
債
費
・

扶
助
費
）
が
27
億
４
百
万
円
で
、

全
体
の
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
町
道
の
改

修
、
農
業
基
盤
の
整
備
、
精
脱
葉

施
設
整
備
、
自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
村
整
備
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行

政
無
線
の
整
備
等
新
規
及
び
継
続

事
業
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
し
尿
・

ご
み
処
理
、
消
防
業
務
を
行
う
一

部
事
務
組
合
等
へ
の
負
担
金
や
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
、
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
等
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳

出

議会費　8,906( △ 9.1)　議会費　9,797

歳出予算の目的別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】

今年の予算の主な内訳

歳出

商工費
20,202

土木費
47,633

予備費
954

予備費
900( △ 5.7)

平成 28 年度
当初予算
667,900

           衛生費
80,904( △ 6.2)

公債費
76,574
(4.6)

消防費
70,712

総務費
77,807
(0.5) 民生費

159,905
(5.6)

商工費
10,248( △ 49.3)

土木費
43,660( △ 8.3)

消防費
42,268( △ 40.2)

教育費
  76,845
    (38.6)

総務費
77,431

民生費
151,440

衛生費
86,286

公債費
73,194

平成 27 年度
6 月現計予算

673,133 農林水産業費
89,883(13.0)

農林水産業費
79,518

202,159(9.1)185,282

人件費
　　119,868
　　  ( △ 2.5)

扶助費
73,956(4.5)

公債費
 76,574(4.6)

普通建設
事業費
120,319
 ( △ 18.9)

投資的
　経費

270,398
義務的経費

(1.3)

　その他
の経費

277,183
(7.7)

その他

物件費　　
75,024(4.0)

平成 28 年度
当初予算
667,900

平成 27 年度
6 月現計予算

673,133

122,971
人件費

義務的経費
266,926

扶助費
70,761

公債費
73,194

投資的
　経費

普通建設
事業費
148,807

その他
　の経費

257,400
物件費　　
72,118

　その他

一般会計
◆総務費
公共施設管理経費 7,812 万円
電算機器等整備費 3,864 万円
地域定住支援経費 1,450 万円
◆民生費
社会福祉対策 4 億 6,651 万円
老人福祉対策  1 億 3,449 万円
児童福祉対策 4 億 608 万円
国保特会繰出金 3 億 6,498 万円
介護特会繰出金  1 億 7,862 万円
◆衛生費
簡易水道特会繰出金 　7,333 万円
中南衛生管理組合へ   1 億 1,240 万円
予防・健康増進経費 5,864 万円
合併処理浄化槽設置補助  1,201 万円
後期高齢者医療特会繰出金 6,403 万円
後期高齢者広域連合へ 1 億 3,060 万円 
ごみ収集経費 2,903 万円
種子島広域事務組合へ 1 億 9,081 万円
種子島産婦人科医院へ 1,296 万円
公立種子島病院組合へ 5,060 万円
◆農林水産業費
農業公社等貸付金　 6,410 万円
園芸振興費 　 1,626 万円
さとうきび振興経費 1,463 万円
農業公社精脱葉施設整備  1 億 3,370 万円
林業振興経費 7,401 万円
水産業振興経費 6,210 万円
農業基盤整備事業等 1 億 4,210 万円
地籍調査費 5,607 万円
◆商工費
よいらーいき祭り負担金 304 万円
フラフェスティバル負担金 350 万円
種子島観光協会負担金 429 万円
自然レクリエーション村整備 3,450 万円
◆土木費
町道の維持整備 2 億 6,073 万円
河川整備 4,029 万円
◆消防費
デジタル防災行政無線 1 億 4,602 万円
熊毛地区消防組合へ 2 億 1,690 万円
◆教育費
学校備品購入費 896 万円
スクールバス運行委託 3,595 万円
小学校改修工事等 5,131 万円
こりーな舞台照明設備改修 6,877 万円
文化財経費 1,411 万円
こりーな管理経費 1,637 万円
町立体育館大規模改修 4,079 万円
体育施設管理経費 8,006 万円

災害復旧費
0( 皆減 )

教育費
55,436

災害復旧費
530
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新種子島産婦人科医院が完成　平成 28 年 5 月 1 日開院
　

新
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
の

竣
工
式
が
4
月
9
日
に
、
西
之

表
市
の
下
西
地
区
（
種
子
島
合

同
庁
舎
近
く
）
で
あ
り
、
病
院

関
係
者
や
1
市
2
町
の
関
係
者
、

工
事
請
負
業
者
が
医
院
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
し
く
建
設
さ
れ
た
医
院
は

木
造
（
一
部
Ｒ
Ｃ
）
平
屋
建
で
、

病
棟
の
15
床
は
全
室
個
室
（
バ

ス
・
ト
イ
レ
付
）。
前
医
院
に

比
べ
て
１
・
５
倍
以
上
の
延
べ

床
面
積
と
な
り
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
環
境
で
妊
婦
さ
ん
の
負
担

も
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
造
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
7
月
か
ら
の
産
科
医
2

人
体
制
も
継
続
し
、
種
子
島
の

周
産
期
医
療
や
婦
人
科
医
療
の

充
実
が
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

　新種子島産婦人科医院（ホームページ http://tane-san.com/ ）

施 設 概 要
敷 地 面 積　  4,124㎡
医 院 本 体　  木造平屋建て（一部ＲＣ造）1,328.2㎡
医 師 住 宅　  木造 2 階建て 86.11㎡（2 棟）
助産師寄宿舎　  木造 2 階建て 196.6㎡
付 属 建 物　  90.5㎡
総 事 業 費　  7 億 2,700 万円（内県補助額 1 億 2,100 万円）

　待合室とキッズコーナー　ナースステーション 　病室（特別室）

　竣工式

　テープカット
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滑走路を歩こう！　種子島空港開港 10 周年記念イベント
　

種
子
島
空
港
で
3
月
13
日
に

開
港
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
普
段

は
立
ち
入
れ
な
い
滑
走
路
を
歩

く
催
し
や
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど

に
よ
る
航
空
教
室
、
な
り
き
り
制

服
撮
影
会
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
滑
走
路
を
歩
こ
う
！
」
は
定

期
便
運
行
の
合
間
に
行
わ
れ
、

約
２
０
０
人
が
参
加
。
駐
機
場

か
ら
滑
走
路
の
端
ま
で
を
往
復

し
ま
し
た
。
滑
走
路
の
緑
や
赤

の
ラ
イ
ト
が
点
灯
さ
れ
る
と
歓

声
が
上
が
り
、
記
念
撮
影
を
し

た
り
普
段
で
き
な
い
体
験
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
16
日
に
は
空
港

の
到
着
ロ
ビ
ー
で
、
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
空
港
関
係
者
が
開

港
10
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　記念式典

　なりきり制服撮影会　滑走路を歩こう！

　

第
29
回
た
ね
が
し
ま
ロ
ケ
ッ

ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
3
月
20

日
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を

主
会
場
に
２
㌔
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

３
㌔
、
10
㌔
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
行
わ
れ
、

申
込
者
数
１
８
２
５
人
（
島
内

１
２
２
０
人
、
島
外
６
０
５
人
）

の
ラ
ン
ナ
ー
が
春
の
種
子
島
路

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

本
町
出
発
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
で
は
、「
中
種
子
火
縄
銃
保
存

会
・
種
子
島
鉄
砲
隊
」
が
ス
タ
ー

ト
合
図
を
努
め
、
試
射
の
号
砲

を
大
空
に
響
か
せ
ま
し
た
。

種子島を駆け抜ける
第 29 回たねがしまロケットマラソン

　

４
月
中
旬
、
前
平
正
一
さ
ん

（
伊
原
）
宅
前
の
蓬
莱
竹
の
花
が

開
花
し
ま
し
た
。

　

蓬
莱
竹
は
、
地
下
茎
が
な
く

広
が
り
に
く
い
た
め
、
昔
か
ら
境

界
の
目
印
と
し
て
植
え
ら
れ
、
町

内
で
も
多
く
見
ら
れ
る
竹
で
す
。

　

花
が
咲
く
時
期
は
諸
説
あ
り
、

数
十
年
、
60
年
か
ら
１
０
０
年

に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
珍
し
い

花
の
よ
う
で
す
。

　

前
平
さ
ん
は
「
生
ま
れ
て
、

初
め
て
竹
の
花
を
見
た
」
と
驚

い
て
い
ま
し
た
。

竹の花が開花
伊原集落の蓬

ほうらいちく

莱竹（チンチク竹）

　火縄銃の号砲でスタート（ハーフマラソン）　蓬莱竹の花
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中学校 １年 ２年 ３年 合計

中種子中学校 67 76 81 224

ピカピカの新 1 年生 78 人が入学 !!

中種子中学校・種子島中央高等学校・中種子養護学校の入学式

　

緊
張
し
た
面
持
ち
で
67

人
の
新
入
生
が
、
4
月
6

日
に
中
種
子
中
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。

　

新
入
学
生
を
代
表
し
山

元
凪
さ
ん
が
「
先
生
方
や

先
輩
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

楽
し
く
充
実
し
た
中
学
校

生
活
を
送
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。新入生代表

山元凪さん　中種子中学校 67 人

　種子島中央高等学校 94 人 　中種子養護学校 16 人

　南界小学校

　岩岡小学校

　野間小学校（1 年 1 組）

　野間小学校（1 年 2 組）
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　まちの話題　

小学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

星原小学校 1 2 2 2 1 1 9

納官小学校 2 2 0 1 3 2 10

増田小学校 12 6 12 3 12 8 53

野間小学校 47 42 43 36 55 41 264

油久小学校 5 4 3 5 3 9 29

南界小学校 6 3 6 5 9 3 32

岩岡小学校 5 3 2 5 5 5 25

計 78 62 68 57 88 69 422

大きな希望と期待を胸に膨らませて

中央保育所・野間幼稚園・中央幼児園の入園式

　野間幼稚園

　中央幼児園 　中央保育所

　納官小学校 　増田小学校

　星原小学校
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北
之
園
千
春
氏
が
教
育
長
に
就
任

　

平
成
28
年
４
月
12
日
、
第
１
回
中
種
子
町
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
北
之
園
千
春

氏
を
教
育
長
に
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

風ふ
り
ゅ
う立
の
教
育
「
名
馬
は
風
に
向
か
っ

て
立
つ
」
と
い
う
中
種
子
町
教
育
大

綱
の
言
葉
が
、
本
町
の
教
育
の
全
て

を
語
っ
て
い
ま
す
。
い
か
な
る
苦
難

に
も
立
ち
向
か
う
人
間
、
そ
し
て
、

郷
土
を
愛
し
生
涯
学
び
続
け
る
人
間

の
育
成
を
目
指
し
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
日
々
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た

教
育
委
員
会
の
皆
さ
ま
の
姿
が
浮
か

び
上
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昭
和
27
年
初
代
日
高
新
蔵
先
生
か

ら
第
８
代
中
脇
努
先
生
ま
で
65
年
間

に
渡
っ
て
歩
み
続
け
て
こ
ら
れ
た
歴

史
と
伝
統
に
敬
意
を
払
い
、
少
子
高

齢
化
な
ど
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
一
つ

に
取
り
組
み
な
が
ら
、「
中
種
子
町
で

暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
」
と
住
民
の
皆

さ
ま
が
感
じ
て
く
だ
さ
る
学
校
教
育

と
社
会
教
育
の
実
現
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

主
な
経
歴

北き
た
の
そ
の

之
園
　
千ち
は
る春
（
59
歳
・
旧
川
内
市
出
身
）

昭
和
56
年
3
月
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
卒
業

昭
和
56
年
4
月
　
長
崎
県
教
育
委
員
会
入
庁

昭
和
58
年
4
月
　
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
入
庁

平
成
8
年
4
月
　
県
立
中
種
子
高
等
学
校
教
論

　
　
　
　
　
　
　（
平
成
13
年
3
月
ま
で
）

平
成
26
年
4
月
　
県
立
枕
崎
高
等
学
校
校
長

　
　
　
　
　
　
　（
平
成
28
年
3
月
退
職
）

中
脇
努
教
育
長
が
退
任

　
教
育
行
政
に
尽
力
し
た
9
年
間

　

町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
中
脇
努

氏
（
上
方
）
が
4
月
15
日
を
も
っ
て

退
任
し
ま
し
た
。

　

中
脇
氏
は
、
平
成
19
年
5
月
30
日

に
教
育
長
に
就
任
し
、
郷
土
の
教
育

的
な
伝
統
や
風
土
を
生
か
し
な
が
ら

「
21
世
紀
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
中
種

子
の
子
の
健
全
育
成
」
を
柱
に
、
学

校
教
育
と
社
会
教
育
の
充
実
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

4
月
15
日
に
役
場
で
退
任
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
教
育
長
の
も
と
に
は

多
く
の
方
々
が
、
こ
れ
ま
で
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
拍
手
で
見
送
り
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

長
年
に
わ
た
り
本
町
教
育
行
政
の

重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
町
当
局
を
は
じ
め
学
校
関

係
者
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
微
力
な

が
ら
職
務
を
遂
行
で
き
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
中
種
子
町
政
の
益
々
の
充

実
発
展
と
、
次
代
を
担
う
子
供
達
の
健

や
か
な
成
長
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　議会で答弁する中脇教育長

　職員に見送られる教育長
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本
町
に
赴
任
さ
れ
た
転
入
教

職
員
の
宣
誓
式
と
歓
迎
式
が
、

４
月
7
日
に
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
小
・
中
・
高
校
と
養

護
学
校
に
計
48
人
が
着
任
。
星

原
小
学
校
の
曽
木
美
知
代
校
長

が
代
表
し
、
力
強
く
宣
誓
し
た

後
、
中
脇
教
育
長
が
「
こ
れ
ま

で
の
豊
か
な
経
験
を
基
に
、
専

門
家
と
し
て
の
誇
り
と
信
念
を

も
っ
て
各
学
校
の
教
育
充
実
に

力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
こ
と
ば
を
送
り
ま
し
た
。

48 人の先生が着任
転入教職員宣誓式

　力強く宣誓する曽木美知代校長

　

近
畿
中
種
子
会
（
松
下
岩
雄

会
長
）
の
第
34
回
定
期
総
会
が
、

４
月
10
日
に
尼
崎
市
の
中
小
企

業
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
約
１

７
０
人
の
会
員
が
出
席
し
、　

会

に
先
立
ち
「
中
種
子
町
民
歌
」

を
全
員
で
歌
い
故
郷
へ
思
い
を

は
せ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
松
原
副
町
長
が

祝
辞
を
述
べ
る
と
共
に
、
町
政

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
抽
選
会
や
「
よ

い
ら
ー
い
き
音
頭
」
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

近畿で中種子町民歌が響く
第 34 回近畿中種子会定期大会

過去最高の高値「市場取引額が初の 5億円突破」　種子島子牛せり市
　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
3

月
15
・
16
日
に
種
子
島
家
畜
市

場
で
あ
り
、
畜
産
農
家
や
購
買

者
が
詰
め
掛
け
、
競
り
値
が
過

去
最
高
の
高
値(

平
均
）
を
更
新

し
、
市
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

頭数 販売額 今回平均 前年同期平均 前年同期対比

中種子町

めす牛 131 88,974,000 679,191 527,967 +151,224

去　勢 166 125,007,000 753,054 569,885 +183,169

計 297 213,981,000 720,475 550,206 +170,269

市場全体

めす牛 320 216,755,000 677,359 527,491 +149,868

去　勢 417 317,073,000 760,367 584,303 +176,064

計 737 533,828,000 724,326 559,543 +164,783
※単位：円（税抜き価格）
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
界

園
の
施
設
利
用
者
と
関
係
者
約

50
人
が
参
加
し
、
４
月
１
日
に
交

通
安
全
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
南
界
園
施
設
開
園

日
の
４
月
１
日
に
あ
わ
せ
毎
年

実
施
し
、
今
年
で
34
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

施
設
利
用
者
は
、
南
界
園
前

の
国
道
58
号
を
行
き
交
う
運
転

手
に
、「
安
全
運
転
に
心
が
け
交

通
事
故
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
、
お
守
り
を

手
渡
し
ま
し
た
。

交通安全を呼びかけ
南界園施設利用者がお守り 100 個を配布

　

平
成
28
年
度
第
18
期
た
ね
が

し
ま
留
学
生
の
歓
迎
式
が
、
４

月
5
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
人
の
子
ど
も
が
岩
岡
校
区

の
受
け
入
れ
里
親
の
家
庭
で
、

一
年
間
（
継
続
可
）
地
元
の
小

学
校
に
通
い
ま
す
。

　

岩
岡
校
区
で
の
受
け
入
れ
は

14
年
目
と
な
り
、
本
年
度
で
延

べ
66
人
と
な
り
ま
す
。

※
た
ね
が
し
ま
留
学
と
は
、
都

会
の
子
ど
も
が
親
元
を
離
れ
宇

宙
に
一
番
近
い
島
・
鉄
砲
伝
来

の
島
「
種
子
島
」
で
行
う
山
村

留
学
で
す
。

ようこそ中種子町へ
第 18 期たねがしま留学生

　後列左から酒井祥世さん（5 年）、小美遥希君（4 年）、鈴木美星さん（4 年）

　前列左から兼松優羽さん（5 年）、島岡凜さん（5 年）

各課からのお知らせ　

ハマグリなど資源保護のお願い
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 231

  本町の海岸では、ハマグリやハマゼリなど自然
の恵みが四季折々に楽しめます。
　観光名所である長浜海岸では毎年４月から５月
の大潮にかけて、潮干狩りを楽しむ方で賑わいま
すが、近年はハマグリなどの数が減少しつつある
ようです。
　自然の恵を保護し、将来に渡り享受できるよう
小さいサイズは採らない、地下茎は残す、そして
自家消費以上の採取はなるべく行わないようご理
解、ご協力をお願いします。 　ハマグリ 　ハマゼリ
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　各課からのお知らせ

平成 28 年度中種子町交通安全教育指導員及び交通安全婦人部　※敬称略

◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

交通安全教育指導員 交通安全婦人部

氏　　名 担当地区 氏　　名 担当地区

支 部 長 小牧　幸生 （田　島） 南　界 部 長 永浜　三津子 （阿高磯） 全　域

副支部長 和田　茂 （栄　町） 野間下 副 部 長 濱中　久美子 （西之町） 全　域

副支部長 上村　幸男 （竹屋野） 野間下 会 計 黒木　晴代 （本　村） 全　域

会 　 計 濱崎　秀志 （旭　町） 野間上 部 員 松下　和子 （浜津脇） 星　原

指 導 員 山下　孝二 （浜津脇） 星　原 部 員 春田　美千代 （平　鍋） 納　官

指 導 員 春田　清德 （平　鍋） 納　官 部 員 岩﨑　里美 （二十番） 増　田

指 導 員 岩坪　静哉 （中之町） 増　田 部 員 須賀　聡美 （伏之前） 野間上

指 導 員 日髙　隆則 （郡　原） 増　田 部 員 山田　扶美子 （満足山） 野間下

指 導 員 祝　盛市 （松　原） 野間上 部 員 中村　美千代 （女　洲） 油　久

指 導 員 成尾　正一 （上　方） 野間上 部 員 赤瀬川　和代 （塩　屋） 南　界

指 導 員 美園　輝 （伏之前） 野間上 部 員 德　みゆき （屋久津） 岩　岡

指 導 員 中嶋　喜代子 （伏之前） 野間上

指 導 員 日髙　美子 （旭　町） 野間上

指 導 員 平山　信一郎 （満足山） 野間下

指 導 員 深町　辰夫 （伏之前） 野間下

指 導 員 小島　次雄 （美　座） 油　久

指 導 員 熊野　與志夫 （熊　野） 南　界

　交通安全教育指導員と交通安全婦人部は、交通安全のための広報活動に従事し、歩行者（特に児童・
生徒や老幼者など）に対し、正しい歩行と正しい横断など安全通行の指導をします。
　また、交通安全協会や警察署などと交通安全運動の活動を実施します。

　春の全国交通安全運動出発式

　年金に関する無料相談所を開設します。
■日時　5 月 11 日（水）午前９時～午後１時
■場所　中央公民館小会議室
■持参するもの
　年金手帳／年金証書／厚生年金の資料など

年金相談所を開設します
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217 ／鹿児島北年金事務所099(225)5311

　年金相談には専門員
が応じます。お悩みが
ある方はお気軽にご相
談ください。

各課からのお知らせ　



広報なかたね 2016.5 月号　14

各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

退職（3 月 31 日付）

古 市 好 文 定年退職
（総務課長兼選挙管理委員会事務局長）

川 原 洋 子 依願退職（水道課主幹）

牧 瀬 昌 子 依願退職（議会事務局主幹）

浦 口 由 香 依願退職（総務課主事補）

園 中 宏 樹 依願退職（企画課主事補）

異動（4 月 1 日付）
課長級

牧 瀬 広 之 総務課長兼選挙管理委員会事務局長（社会
教育課長）

川 畑　 博 建設課長（税務課長）

日 髙 次 則 税務課長（中央保育所長）

森 山 昭 市 農林水産課長（農地整備課長）

秋 田 澄 德 農地整備課長（農林水産課長）

鎌 田 哲 二 社会教育課長（建設課長）出向

原口喜一郎 中央保育所長（福祉環境課課長補佐兼福祉
係長）昇格

濵 脇 時 則 空港管理室長兼空港管理係長（総務課課長
補佐兼施設管理係長）昇格

課長補佐・係長級

鮫 島 博 人
町民保健課課長補佐兼国保年金係長兼高齢
者医療係長（農地整備課課長補佐兼管理係
長）

里　 重 浩 教育総務課課長補佐兼管理係長（総務課課
長補佐兼消防交通係長）出向

長 田　 認 福祉環境課課長補佐兼福祉係長（企画課課
長補佐兼地域振興係長）

池 山 聖 年 総務課消防交通係長（水道課施設係長）

岩 本 郁 美 農地整備課管理係長（町民保健課国保年金
係長兼高齢者医療係長）

大木田昭人 水道課施設係長（建設課空港管理係長）

森 山　 豊 企画課地域振興係長（社会教育課社会体育
係長）

前 平 智 明 農地整備課地籍調査係長（税務課固定資産
税係長）

柳 田 勝 志 総務課施設管理係長（税務課町民税係長）

中 村 広 道 水道課庶務係長（農林水産課林務水産係長）

日 高 隆 雄 農林水産課林務水産係長（教育総務課管理
係長）

馬 場 健 二 税務課固定資産税係長（水道課庶務係長）

岩 屋　 仁 種子島産婦人科医院組合管理係長（農地整
備課地籍調査係長）出向

熊 野 剛 志 社会教育課社会体育係長（種子島産婦人科
医院組合管理係長）出向

南 奈 津 紀 税務課町民税係長（税務課主幹）昇格

一般職

牧 瀬 律 子 企画課主幹（町民保健課主幹）

山 元 謙 一 福祉環境課主幹（建設課主幹）

田平さやか 農林水産課主幹（福祉環境課主幹）

稲 子 隆 浩 福祉環境課主幹（社会教育課主幹）

織 部 智 博 農林水産課主幹（町民保健課主幹）

日髙ひろみ 総務課主幹（町民保健課主幹）

東 郷 伸 也 企画課主幹（農林水産課主幹）

豊　 美 香 中央保育所保育士（税務課主幹）

西 田 大 介 税務課主幹（福祉環境課主幹）

西　 育 美 町民保健課主幹（社会教育課主幹）

黒 木 信 也 農地整備課技術主幹（建設課技術主査）

利 川 英 樹 企画課主幹（税務課主幹）

馬場真理子 社会教育課主幹（会計課主幹）出向

石 堂 卓 司 熊毛支庁総務企画課（農地整備課主査）
割愛

牧 瀬　 亮 社会教育課主査（企画課主査）出向

鎌 田 博 樹 町民保健課主査（熊毛支庁県税課）

平 城 将 太 空港管理室技術主査（建設課技術主査）

西 園 朝 美 議会事務局主査（農林水産課主査）出向

峯 下 俊 介 鹿児島県庁市町村課（企画課主事）派遣

森 山 功 英 建設課技師（農地整備課技師）

鎌 田 貴 大 農地整備課主事補（企画課主事補）

新規採用

福　 功 光 税務課主事補

迫 田 健 彦 町民保健課主事補

木 下 菜 々 会計課主事補

野 角 栞 那 中央保育所保育士

田 平 大 輔 税務課主事補

権藤由里子 水道課主事補

　新規採用職員
　後列左から、野角、木下、権藤
　前列左から、福、迫田、田平

３月 31 日付退職者と４月１日付町職員の人事異動　※（　）は異動前

◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211
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　各課からのお知らせ

平成 28 年度の校区・集落行政連絡員　※敬称略

◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

星原校区 池之平 山下　峰男 町山崎 濱川　誠 南界校区

校区長 田中　義人 秋佐野 長尾　直栄 阿　曽 宮地　明 校区長 池山　喜一郎

牧　川 松下　保秋 戸　畑 橋口　敏成 竹屋野 鎌田　可奈子 輪之尾 田中　浩光

浜津脇 内門　和博 向井町 宇都　英男 高　峯 川畑　博 田　島 迫田　千昭

上之城 德永　純 中之町 遠藤　幸穂 大牟礼 田平　寛 東　目 古市　勝義

坂　元 濵田　三昭 郡　原 日髙　一俊 伊　原 大町田　理代 本　村 黒木　真由美

竹之川 橋野　敏成 古　房 清水　浩二 下　田 濵脇　英次 中　田 日髙　信次

広　野 栁田　チヅ子 野間校区 満足山 木下　健 長　谷 酒匂　勝広

砂　中 松　健二郎 校区長 山元　兼夫 阿　保 塙　泰則 原　尾 豊　裕恭

深久保 興　敎義 中　山 原口　みどり 油久校区 熊　野 濱山　正己

納官校区 大　平 田元　盛郎 校区長 赤坂　寅秀 新　町 中村　則雄

校区長 磯俣　健一 池之向 梶屋　勇人 広ケ野 濵山　道子 塩　屋 近藤　勝彦

宝　来 酒匂　茂夫 伏之前 鏑木　三郎 東之町 日髙　要 岩岡校区

平　鍋 春田　功 松　原 祝　盛市 女　洲 浦元　隆一 校区長 塩浦　守男

原之里 野角　浩志 上　方 石堂　一德 向　町 國上　明 阿高磯 永浜　一春

春　田 西田　茂 横　町 利水　幸光 西之町 今田　保義 屋久津 川内田　壽

増田校区 旭　町 渡邊　康生 美　座 美園　修身 梶　潟 折戸　隆司

校区長 大久保健二郎 栄　町 駿河　斉 西之山 有馬　秀則 衣之平 前田　浩二

二十番 前田　辰和 畠　田 鎌田　正伸

　町では、狂犬病予防接種を実施します。
　狂犬病予防法により生後 91 日以上の犬には、
登録と狂犬病予防注射が義務づけられています。
　対象の飼い主へ通知を送付しますので、必ず接
種されますようお願いします。
　また、飼い犬が死亡されていたり、すでに接種
を済まされている犬については、連絡をお願いし
ます。	
■実 施 日　5 月 11 日（水）、12 日（木）午後

5 月 18 日（水）、19 日（木）午後
■接種料金　3,400 円
■登 録 料　3,000 円（新規登録の犬のみ）

「犬の登録と狂犬病予防注射は飼い主の義務」
犬の飼い主には、
①現在居住している市区町村に飼い犬の登録をす
　ること
②飼い犬に年 1 回の狂犬病予防注射を受けさせ
　ること
③犬の鑑札と注射済票を飼い犬に装着すること
　が法律により義務付けられています。

狂犬病予防接種のお知らせ
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

地籍調査はあなたの財産を守ります
◎お問い合わせ先　役場農地整備課地籍調査係㉗ 1111 内線 265 ／ 290

地籍調査とは
　一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、
境界の位置と面積を測量する調査です。
土地所有者へのお願い
①一筆地調査には必ず立ち会ってください。日程
　などは事前に通知します。
②土地の境界は隣接者とよく相談し、測量ができ
　るよう隣接者と 1.5 ｍの幅で境界を伐採してく
　ださい。
③売買等で登記の済んでいないものは、早めに済
　ませてください。

④説明会を 6 月上旬に開催予定。
平成 28 年度地籍調査実施区域
　大字牧川、納官の 8 字（国補助事業のため事
業費により実施区域が変動する場合があります）
実施区域の対象字

大字牧川：大
おおたに

谷／中
なかのとおり

之通／平
ひ ら た み ね お

田峯尾／上
かみたちきり

立切

　　　　　平
ひ ら た の み ね

田之峯／余
あ ま り

り／保
ほ き さ こ

木佐古

大字納官：大
おおたに

谷

　全国戦没者追悼式への参列を希望される遺族の
方を募集します。
■期日　8 月 15 日（月）
　　　　※前日からの団体行動になります。
■場所　日本武道館（東京都千代田区）
■対象者
　戦没者の配偶者及び三親等内の遺族
　一般戦災死没者の配偶者及び三親等内の遺族

　※過去に参列したことがない方を優先します。
　※「次世代への継承」という観点から「18 歳
未満の遺族」についても募集します。
■申込期間　5 月 2 日（月）～ 5 月 31 日（火）
■募集人員　65 人
　※申し込み多数の場合は、選考となります。
■申込先　役場福祉環境課福祉係

「平成 28 年全国戦没者追悼式」参列遺族を募集します
◎お問い合わせ　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261 ／鹿児島県庁社会福祉課 099(286)2830

平成 28 年経済センサスの活動調査を実施します
◎お問い合わせ先　役場企画課企画調整係㉗ 1111 内線 259

　平成 28 年 6 月 1 日を基準日として、全国全て
の事業所及び企業を対象に平成 28 年経済センサ
スの活動調査が実施されます。
　対象事業所につきましては、5 月中旬頃から統
計調査員が調査の依頼にお伺いしますので、ご協
力をよろしくお願いします。
■経済センサスとは
　経済センサスは、事業所及び企業の経済活動の
状態を明らかにし、我が国における包括的な産業

構造を明らかにするとともに、事業所・企業を対
象とする各種統計調査の実施のための母集団情報 
を整備することを目的としています。
　経済センサスは、事業所・企業の基本的構造を
明らかにする「経済センサス基礎調査」と事業所・
企業の経済活動の状況を明らかにする「経済セン
サス活動調査」の二つから成り立っています。
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　本町では住民と行政が協働により、地域の実情
や時代に対応した集落の維持・活性化対策を推進
していくことを目的に集落支援員を配置していま
す。
　平成 28 年度集落支援員の委嘱式が 4 月 11 日
に町長室であり、田島集落の鎌田秀一郎さんが昨
年度に引き続き委嘱されました。

　本町では行政相談員の玉城孝一さん（竹屋野）
が、地域の身近な相談相手として行政の仕事に対
する手続きや疑問などの相談に応じます。
　相談は無料で秘密は守られます。お困りの方は
ご相談ください。
※行政相談所開設日については防災無線でお知ら
せします。

行政に対する相談は、行政相談員まで
◎お問い合わせ先　行政相談委員：玉城孝一さん㉗ 2114

　ホクレン女子陸上部 　筑波大学陸上部 　バレイア SC

平成 27 年度スポーツ合宿の実績（町外団体分）
◎お問い合わせ先　社会教育課社会体育係㉔ 2226

過去最高 5,000 人を超えるスポーツ合宿を受け入れ！

サッカー バスケット 陸上 野球 バレーボール 柔道 テニス 計

団 体 数 14 4 8 2 3 3 1 35

延 べ 人 数 2,714 344 876 756 72 181 65 5,008

団 体 割 合 40.0% 11.4% 22.9% 5.7% 8.6% 8.6% 2.9% 100.0%

人 数 割 合 54.2% 6.9% 17.5% 15.1% 1.4% 3.6% 1.3% 100.0%

集落支援員に鎌田秀一郎さん
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

集落支援員の主な業務

各集落の

①状況の調査・点検

②課題の把握及び抽出

③協議・話し合いの場づくり

④行政との連絡調整に関すること
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平成 28 年度集団健診（特定・長寿・若年・がん検診等）を受診しましょう
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 220・217 ／中種子町保健センター㉗ 1133

受診券は５月中旬に発送します !!
■日程　５月 27 日（金）～６月 5 日（日）
■場所　中種子町保健センタ－

■受付時間　午前７時 30 分～午前９時 30 分
※予約なしで当日受診することもできます。

健診・検診の種類と料金

検診名（がん検診等の種類） 対象者 基本
料金

40 ～ 74 歳
75 歳～ 生　活

保護者
20 ～
39 歳国保 社保

健
康
診
査

特定健診（国保加入者） 40 ～ 74 歳 6,094 無料
長寿健診（後期高齢者） 75 歳～ 6,094 無料
基本健診 生活保護者 6,094 無料
若年健診 ２０～３９歳 6,094 無料 500

が
ん
検
診
等

胃がん検診 40 歳～ 4,752 無料 1,200 1,200 無料

肺がん検診
胸部Ｘ線撮影 40 歳～ 997 無料 400 無料 無料
胸部Ｘ線撮影
＋喀痰

40 歳～の
ハイリスク者 3,938 無料 1,100 無料 700

( 喀痰分 )
大腸がん検診 40 歳～ 1,640 無料 800 無料 無料
前立腺がん検診（男性） 40 歳～ 1,850 1,000 1,500 1,000 1,500

肝炎ウイルス
検診

Ｂ型肝炎 40 歳～ 360 360 360 360 無料

Ｃ型肝炎
節目（40 歳）

1,640
無料 無料 無料 無料

節目外 1,640 1,640 1,640 無料
腹部超音波検診 40 歳～ 3,600 2,000 3,300 2,000 3,300 2,000

骨粗しょう症検診

男性 40 歳～

860

200 600 600 無料
女性節目

（40 ～ 70 歳迄
の５歳刻み）

無料 400 無料

女性節目外 200 600 600 無料
歯周疾患検診 希望者 無料 無料 無料 無料 無料

日程表（指定された日に受診できない場合は健診期間中の都合の良い日に受診してください。）
月　日 集　　　落　　　名

5 月 27 日（金） 牧川・浜津脇・上之城・坂元・竹之川・広野・砂中・深久保・宝来
5 月 28 日（土） 平鍋・原之里・春田・二十番・池之平・秋佐野・戸畑
5 月 29 日（日） 向井町・中之町・郡原・古房・中山・大平
5 月 30 日（月） 上方・横町
5 月 31 日（火） 池之向・松原・旭町・栄町・町山崎
6 月 1 日（水） 畠田・阿曽・竹屋野・大久保・あかつき
6 月 2 日（木） 大牟礼・伊原・下田・満足山・阿保・広ケ野・東之町・向町・西之町
6 月 3 日（金） 東目・中田・長谷・原尾・今熊野・熊野・新町・塩屋・阿高磯・屋久津・梶潟・衣之平
6 月 4 日（土） 女洲・美座・西之山・輪之尾・田島・本村
6 月 5 日（日） 伏之前・高峯

オプション検査
ピロリ菌・胃がんリスク検査（検査料 3,240 円）
心不全リスク検査（検査料 2,570 円）
受診希望者は検診当日にお申し込み下さい。

※健康診査・腹部超音波検診・胃がん検診を受診
　される方は、前日の午後 9 時以降は飲食しな
　いでください。
※ 5 月 28 日（土）～ 5 月 30 日（月）は託児スペー
　スを設置しています。
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たくさんのふるさと納税ありがとうございます
◎お問い合わせ先　役場総務課財政係㉗ 1111 内線 285 ／ 218

■寄附内訳

事  　業  　項  　目
県を通じての本町指定寄附 直接本町への寄附

人数 金額 人数 金額

①教育環境の充実及び子育て支援・
　ふるさとを担う人材の育成 4 人 126,000 円 643 人 10,790,000 円

②環境保全及び観光、産業等の振興 2 人 24,000 円 345 人 3,860,000 円

③地域福祉の充実 5 人 66,000 円 150 人 2,830,300 円

④歴史、文化その他の地域資源の保
　存及び活用 1 人 12,000 円 83 人 890,000 円

⑤その他目的達成のため、町長が必
　要と認める事業 4 人 222,000 円 283 人 3,455,010 円

かごしま応援寄附金（市町村指定なし
分を按分） － 43,117 円 － －

合計 16 人 493,117 円 1,504 人 21,825,310 円

　平成 28 年 2 月 29 日現在の寄附状況です。
　皆さまからの温かいご寄附に心から感謝し、まちの発展のために大事に使わせていただきます。

「ふるさと納税寄附金」とは
　町外在住者の方などに本町を応援する寄附を募る取り組みで、本町出身者に限らず本町を応援したい
方など、どなたでも寄附をすることができます。皆さまの温かい寄附をお待ちしています。
　また、寄附をした方は「ふるさと納税制度」で課税所得などに応じ個人住民税などの軽減を受けるこ
とができます。

今年の夏も大阪（伊丹）直行便が運航 !
◎お問い合わせ先　種子島空港利用促進協議会（役場企画課内）㉗ 1111 内線 286

乗り継ぎ無しで、旅行や帰省に大変便利です。
■ダイヤ

区　間 出発 到着
大阪（伊丹）→種子島 12:05 13:35
種子島→大阪（伊丹） 14:00 15:20

離島航空割引カードは大阪便には使えませんのであらかじめご了承ください。
■期　間　8 月 1 日 （月）～ 8 月 31 日（水）
■機　材　JAC　DHC8-Q400　74 人乗り
※期間中割引料金（先得割引）もありますので、旅行代理店にお問い合わせください。
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社会福祉協議会だより
◎お問い合わせ先　社会福祉協議会・日本赤十字社中種子分会㉗ 1845

基本方針
　社会福祉法人中種子町社会福祉協議会は、
地域福祉を推進する中核的な団体として、誰
もが安心して暮らすことができる福祉のまち
づくりを推進します。
重点目標
①社会福祉協議会活動基盤の強化・充実
②在宅福祉サービスの充実強化と利用促進
③事業の受託運営
④地域福祉活動の整備強化
⑤生活福祉資金の活用と償還促進
⑥社費会費募集・募金業務の推進
事業実施計画
①会務の運営と連絡調整
②介護保険事業の効果的運営
③地域福祉ネットワークづくりの推進
④地域見守りネットワーク事業の実施
⑤老人福祉活動の推進
⑥ボランティア活動促進
⑦生活福祉資金の活用促進
⑧宅配給食サービスの効果的運営
⑨一般社会福祉活動の推進
⑩共同募金（歳末たすけあい）運動の推進
⑪日本赤十字社員・社資増強運動の推進
⑫受託事業の推進
⑬その他本会の目的達成に必要な事項の推進

収入
項目 予算額（円）

会費 1,300,000

寄付金 1,230,000

町補助金 9,033,000

県社協補助金 35,000

共同募金配分金 2,309,000

受託金 8,281,000

社会福祉事業 200,000

福祉センター収入 315,000

介護保険収入 27,390,000

繰入金 500,000

その他の収入 35,000

収入合計 50,628,000
支出

項目 予算額（円）

人件費 37,649,000

事業費 3,787,000

事務費 6,848,000

貸付金支出 200,000

歳末助け合い支出 338,000

助成金支出 1,726,000

負担金支出 80,000

支出合計 50,628,000

平成 28 年度事業計画 平成 28 年度予算

5 月は赤十字運動強調月間
「あなたのやさしさで支えられている赤十字」
　赤十字事業の活動は皆さまからいただく社
費・寄付金によって支えられています。人道博
愛の精神のもと、幅広い社会福祉活動を展開し
ています。
　今年も一層のお力添えをいただきますようお
願い申し上げます。
平成 27 年度実績額　1,266,000 円
平成 28 年度目標額　1,324,000 円

会員を募集します　
　毎年、この時期に社会福祉協議会の会員募集
を行っています。現在、一世帯一会員で 500 円
の会費を納めていただいています。
　皆さまのご理解を賜り、社会福祉協議会会員
になっていただきますようお願いいたします。
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田　

健

た
ん
ぽ
ぽ
よ
春
風
に
の
り
い
ず
こ
へ
と
そ
つ
と
の
せ

た
し
初
老
の
歳
を　
　
　
　

旭　

町　

八
汐　

眞
弓

今
朝
も
ま
た
登
校
ぐ
づ
る
四
年
の
子
制
服
の
袖
涙
で

ぬ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　

旭　

町　

白
木　

民
子

ゆ
す
ら
梅
の
枝
に
つ
ら
な
る
白
き
花
約
束
せ
し
如
春

分
に
咲
く　
　
　
　
　
　
　

原　

尾　

都　

樹
実
生

夫
逝
き
て
十
八
年
も
た
ち
た
る
に
愛
用
の
下
駄
そ
の

ま
ま
に
あ
り　
　
　
　
　
　

牧　

川　

松
下
み
つ
え

春
の
凪
海
は
明
る
き
水
色
に
小
舟
を
浮
か
べ
空
に
溶

け
込
む　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

故
郷
で
な
じ
み
し
姓
を
耳
に
せ
ば
嬉
し
く
な
り
ぬ
親

戚
気
分　
　
　
　
　
　
　
　

函　

館　

山
田　

正
明

抱い
だ

け
ど
も
や
は
り
懐
か
ぬ
野
良
な
れ
ど
背
中
さ
す
れ

ば
可
愛
い
声
よ　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋
喜
代
子

入
院
の
夫
も
今
頃
食
事
な
ら
む
仏
壇
拝
み
て
一
人
の

夕
餉　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

横
山
美
津
絵

李
の
枝
葉
み
ど
り
に
盛
り
う
ぐ
ひ
す
の
声
透
る
な
り

弥
生
に
入
り
て　
　
　
　
　

牧　

川　

有
留
よ
し
子

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
４
４
号
）

　平鍋のガロー
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「転倒予防について」　　　　　理学療法士：水間　澄人　公立種子島病院(㉖ 1230

　健康寿命（介護を必要としないで日常生活ができる状態）を延ばすことは大切なことです。
　2013 年の厚労省の調査結果では、日本人の健康寿命は男性で 71.19 歳（寿命 80.21 歳）女性
で 74.21 歳（寿命 86.61 歳）と報告されています。
　健康寿命を延ばすために転倒予防は大切です。自分の健康のために体調に合わせて頑張りましょう。

※各体操は 5 ～ 10 回を目安に体調に合わせて行いましょう。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　「かぼちゃと餅米粉の揚げ物」をご紹介 !!

< かぼちゃと餅米粉の揚げ物 >
かぼちゃ　　　　　　　60 ｇ
餅米粉　　　　　　　　60 ｇ
砂糖　　　　　　　　　50 ｇ

4 人分
塩　　　　　　　　　   0.8 ｇ
揚げ油　　　　　　　   適量

　

5
月
は
春
か
ぼ
ち
ゃ
が
出
回
る
時

期
で
す
。
代
表
的
な
か
ぼ
ち
ゃ
に
は
、

日
本
か
ぼ
ち
ゃ
（
果
面
に
凹
凸
が
多

く
白
い
粉
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
よ

い
）
と
、
西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
（
果
面
に

光
沢
が
あ
る
も
の
が
よ
い
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

か
ぼ
ち
ゃ
は
、
カ
ロ
リ
ー
が
高
く

デ
ン
プ
ン
や
カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ

ム
な
ど
が
含
ま
れ
、
ヘ
タ
の
部
分
が

枯
れ
て
い
る
も
の
は
完
熟
し
、
甘
味

が
強
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
郷
土

の
お
菓
子
を
紹
介
し
ま
す
。

料
理
方
法

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
皮
を
む
き
、
ゆ
で
て
、

熱
い
う
ち
に
よ
く
す
り
つ
ぶ
し
、
砂

糖
、
塩
を
加
え
て
よ
く
ま
ぜ
る
。

②
①
に
餅
米
粉
を
入
れ
こ
ね
る
。
耳

た
ぶ
位
の
か
た
さ
に
な
っ
た
ら
好
み

の
型
に
作
り
、
１
５
０
℃ 

の
油
で
、

で
じ
っ
く
り
（
8
分
30
秒
）
き
つ
ね

色
に
な
る
ま
で
揚
げ
る
。（
あ
っ
さ
り

が
好
み
の
方
は
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト

を
使
う
と
簡
単
に
焼
け
ま
す
。）

種子島郷土料理集「うんまかえ」より

①腹筋

⑧かかと上げ・つま先上げ⑦足上げ⑤足あげ（側方）

④足上げ（前方）②背筋

両方の膝を曲げて腹筋運動（①まっす
ぐ　②右へひねりながら　③左へひね
りながら）3 つの方向で行います。

息を吐きながら上体を
起こします

うつぶせになって背筋体操（無
理をせず少しずつ行いましょ
う） 

※うつぶせが難しい人
や痛みがおきやすい人
は、この運動はとばす

※うつぶせが難しい人
は、テーブルに寄りか
かって行いましょう

足を後方にあげます。（無理を
せず少しずつ行いましょう）

お腹から胸にかけて枕
や布団を丸めたものを
置きます

③足上げ（後方）

足を前方にあげます。

横向きになって足を側方にあげ
ます。

⑥つま先あげ

つま先におもりをのせ、つま先
を上げます。（おもりがない場
合は、そのままつま先を上げる）

机等の下に入れて
つま先を上げるよ
うにしてもよいで
しょう。

立って机やテーブルを支えにし
て足を上げます。（前後左右、
いろいろな方向へ）

立って机やテーブルを支えにし
て両足のかかとやつま先を上げ
ます。
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注
目
の
天
体
シ
ョ
ー

　
　
　

火
星
が
地
球
に
接
近
！

　

今
年
も
多
く
の
天
体
シ
ョ
ー
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
5
月

31
日
の
火
星
の
地
球
接
近
も
そ
の

ひ
と
つ
で
す
。
火
星
は
地
球
の
す

ぐ
外
側
を
ま
わ
る
惑
星
で
、
お
よ

そ
2
年
2
カ
月
ご
と
に
地
球
へ
接

近
し
ま
す
。
火
星
が
地
球
に
接
近

す
る
時
の
火
星
と
地
球
の
距
離
は

毎
回
異
な
り
、
今
回
の
地
球
へ
の

接
近
は
「
中
接
近
」
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
球
か
ら
火
星
が
肉
眼

で
も
き
れ
い
に
見
え
る
距
離
で
、

非
常
に
明
る
く
赤
く
見
え
ま
す
。

　

空
に
ひ
と
き
わ
輝
く
火
星
を
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
観
察
し
て
み
て

下
さ
い
。

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

の
火
星
探
査
機

　

種
子
島
か
ら
打
上
げ
決
定
！

　

こ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ

ア
、
日
本
な
ど
の
探
査
機
が
、
火

星
の
情
報
収
集
を
目
的
と
し
て
打

ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０

２
０
年
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
火
星
探
査
機

を
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

Ｈ
｜

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の

探
査
機
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
か
期
待
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｇ
Ｗ
中
の
臨
時
開
館
及
び

　
「
宇
宙
ア
サ
ガ
オ
の
種
」

　
　
　

配
布
の
お
知
ら
せ

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
館
に
つ
い
て

ご
案
内
で
す
。

　

５
月
２
日
（
月
）
は
臨
時
開
館

と
な
り
ま
す
の
で
、
４
月
29
日

（
金
）
～
５
月
８
日
（
日
）
ま
で

休
ま
ず
開
館
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
は
、
小
・
中
学
生
を
含
む
ご
家

族
１
組
に
つ
き
１
セ
ッ
ト
、
先
着

１
０
０
組
ま
で
「
宇
宙
ア
サ
ガ
オ

の
種
」（
６
世
）
を
配
布
す
る
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
宇
宙
科
学
技
術
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
(㉗ 1223

　地域包括支援センターは、地域に暮らす高齢者
の皆さんを、さまざまな側面から総合的に支援す
る機関です。中種子町に住む高齢者の皆さんが、
いつまでも住み慣れた地域で生活を続けられるよ
うに、主任介護支援専門員・社会福祉士・保健師
等が支援しています。お気軽にご相談ください。
①自立して生活できるよう支援します
　支援や介護が必要な方に対し、介護保険や介護
予防事業等を利用して、自立した生活が送れるよ
う支援します。
　また、地域に根差した介護予防活動が行えるよ
う支援します。

②権利を守ります
　高齢者虐待の早期発見、成年後見制度の紹介な
ど、安心して暮らせるよう支援します。
③相談に対応します
　介護に関する相談だけでなく、福祉・医療など
生活に関する相談に対応します。
④ネットワークづくりを調整します
　町内のケアマネージャー等、関係機関とのネッ
トワークづくりに取り組んでいます。

　地域包括支援センターの皆さん　体操教室
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婚姻・出生・死亡届

●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
松下　友子（上　方）　大木田シノ（大　平）
今津ヨシ子（二十番）　野辺　幸子（古　房）
日髙　節子（原之里）　西田富久美（向　町）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,232 人 (-135) 出生 6 人
男　性 3,896 人 ( -66) 死亡 8 人
女　性 4,336 人 ( -69) 転入 64 人
世帯数 4,302 戸 ( -48) 転出 197 人

※（　）は前月との比較（3 月末現在）

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　3 月中

火　事 6 件 うち建物 1 件
救　急 32 件 うち急病 19 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内
発生件数 4 件 ( +2) 11 件 ( +3)
死 者 数 0 件 (   -1) 0 件 (   -1)

負傷者数 5 件 ( +4) 12 件 ( +5)
※平成 28 年 3 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 28 年 3 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
女の子 名前 両親 集落

3/8 永濵　ももか 真志・さゆり 原之里

3/16 梶原　心
こ は る

春 貴史・美鈴 旭　町

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

3/5 松下　逸朗 上　方 53 歳

3/9 大木田　敏雄 大　平 90 歳

3/15 野辺　益夫 古　房 86 歳

3/24 市屋　文枝 上　方 90 歳

3/26 森久保　忍 中之町 83 歳

3/26 川下　クニエ 阿高磯 91 歳

3/29 日髙　賴子 中　田 90 歳

島の四季彩　
ユリズイセン（ユリズイセン科）

【漢字表記】百合水仙 【別名】アルストロメリア ( 学名の属名 )

【原産地】南米 ( 園芸品種の親の多くはチリ )【栽培適地】腐植質に富む半日陰の場所

　かつてはユリ科でしたが、最新の分類ではユリズイセン科が新設され、そこに

属しています。写真の本種はブラジル北部の原産で、島内でも腐植質に富む半日

陰の場所に野生化している状況がしばしば散見されます。しかし、生育状況や生

育場所が目立たないため、多くの方々はご存じないことと思います。地表からや

や浅い場所に塊茎ができ、よく分球します。真夏に地上部が消えることがありま

すが、晩春～初夏と秋に開花します。花被片 ( 萼と花弁。両方の区別がつかない単子葉類の花によ

く用いる)・雄蕊は６個です。近年、多彩な園芸品種が生まれ、鉢物や切り花として販売されています。

いずれの品種にも、３個の内花被片に褐色の条斑が目立ちます。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）
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「なかたねお知らせ版」　5月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

6（金） 母子手帳交付 13:00~

12（木） ぽかぽか教室 13:00~

19（木） 乳幼児健診

20（金） 母子手帳交付 13:00~

25（水） マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院

27（金）
～ 31（火）

午前：集団健診
午後：結核検診

乳幼児健診　5 月 19 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

6 カ 月 児 09:00~09:15 H27. 9.17　～　H27.11.18 

もうすぐ 1 歳児 10:00~10:15 H27. 5.20　～　H27. 6.16

5 歳 児 12:45~13:00 H23. 2.18　～　H23. 5.18

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

日本脳炎
5 月 2 日～ 5 月 7 日
5 月 23 日～ 5 月 28 日

1 期　H24.4.2 ～ H25.4.1

2 期　H18.4.2 ～ H19.4.1

四種混合 5 月 9 日～ 5 月 14 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

M R
混 合 1 期

5 月 16 日～ 5 月 21 日
生後 12 カ月～ 24 カ月

M R
混 合 2 期 H22.4.2 ～ H23.4.1

Ｂ Ｃ Ｇ 5 月 30 日～ 6 月 4 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

　4（水）第 22 回なかたねちびっこふぇあ

7（土）
チャレンジキッズ

「ペットボトルロケットを作ろう！」

22（日）
町スポーツ少年団競技別交歓大会

【各施設】

26（木）
生涯学習公民館講座開講式
19:00 ～【中央公民館大ホール】

28（土）
～ 29（日）

子ども体験活動
「親子ふれあいウォーク」

包括支援センター　介護予防事業
いきいき運動教室
毎週火曜日　9:00 ～　中央体育館　3 日は休止
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館　4 日は休止

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後か
ら休診します。

各科 診察日

眼 科 9（月）、10（火）、23（月）、24（火）

耳鼻咽
喉 科

12（木）、26（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

1（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

8（日） 中目医院 ㉓ 0350

15（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

22（日） 井元医院 ㉒ 0075

29（日） 高岡医院 ㉗ 3100

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 12:00

日 行　事 活動内容

6（金） 幼児学級（1 ～ 4 歳児） 新聞紙遊び

13（金） 赤ちゃん教室 お散歩

20（金） 幼児学級（1 ～ 4 歳児） 春の遠足

27（金） 赤ちゃん教室 講話

おひさまる～む開放日
毎週月曜日　10:00 ～ 12:00
中央保育所園庭開放日
第 2/ 第 4 月曜日　10:00 ～ 12:00

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご承諾ください。
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屋久島→種子島
  7:00   7:50
10:00 10:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
  9:20 10:10
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成 28 年 3 月 12 日～平成 28 年 9 月 19 日

鹿児島→種子島
  7:30   9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
  7:00 8:35
  8:00 9:35

9:20 宮之浦 12:35
11:05 12:45

15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房着 ※安房発

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

　 G W ウ ィ ー ク イ ベ ン ト 情 報
　 第 2 2 回 な か た ね ち び っ こ ふ ぇ あ
　 ■ 日 時 　 5 月 4 日（ 水 ） 午 前 1 0 時 ～
　 ■ 場 所 　 太 陽 の 里（ 多 目 的 広 場 ）
　 　 　 　 　 ※ 雨 天 の 場 合 は 中 央 体 育 館
　 ■ 内 容 　 離 島 閃 隊 タ ネ ガ シ マ ン シ ョ ー
　 　 　 　 　 ち び っ こ が 楽 し め る 企 画
　 　 　 　 　 ゲ ー ム・ 飲 食 コ ー ナ ー な ど
　 ◎ お 問 い 合 わ せ 先 　 鎌 田080(1769)6445


